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戦時統制経済下の沖縄糖業

川平成雄

１

本小論の課題は、沖縄のサトウキビ栽培・砂糖生産力戦時統制経済下にあっ

て、どのような状況に置かれていたのか、このことを追究することにある(1)。

本論に入る前に、戦時統制経済の渦中である1939～40年時点での沖縄農

・業の姿を概観する。耕作面積別の農家戸数は、５反未満層＝55％、５反～１

町未満層＝28％を占めており(2)、両層でおよそ８割余である。農家は零細

規模でもって農業経営をおこなっていた。また農家の70％ちかくが自作農

であった(3)。そして、農作業に男子の72％、女子の73％が集中し、それも

庶民の生活資料としての甘藷の栽培、換金作目としてのサトウキビ栽培を軸

としていた(4)。ついで含蜜糖生産を主とした工業に男女とも６％が従事して

いる。試みに、1936年と４０年の男女労働力の推移をみれば、男子は減少、

女子は逆に増加であった(5)。戦時統制経済下にあって軍需産業あるいは兵力

の動員は、男子を中心とするなかで展開されるが、これを補完する役割を担っ

たのが女子であったことを意味する。女子は農作業のみならず、家事・育児

にもかかわり、戦時統制経済を支える重要な位置を占めていたのである(6)。

２

このような状況下に置かれていた沖縄農業であったが、糖業はどのような

ものであったのか、その問題に触れてみたい。

沖縄県庁側は、日中戦争勃発後の1937（昭和１２）年９月２７日に砂糖販売

統制機関としての沖縄砂糖販売改善協会を組織し、同年９月３０日には沖繩
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糖業統制協会を設立、さらに同年１１月２２日には「含蜜糖生産ノ生産調節ヲ

図リ分蜜糖原料甘蕨ノ搬入ヲ奨励スル為メ」の糖業統制事業助成規定を制定

する(7)。このような施策を講じるなかでの沖縄糖業は、どのような展開をみ

たのであろうか。

表１にみるように、サトウキビの作付面積は１万5000町歩水準を維持し、

表１製糖用サトウキビの作付け面積・収穫高・価額の推移

単位：町・百万斤・千円（％）

種別

年期
作付面積

収穫同

＝家製糖分販売刀
価額

８，７０６

１０，１８８

１０，５２３

１４，０９０

１３，３２２

期
期
期
期
期

年
年
年
年
年

５
６
７
８
９

３
３
３
３
３

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

1,237(78.6）

982(72.6）

959(70.2）

1,340(74.2）

1,064(70.7）

337(21.4）

370(27.4）

395(29.2）

467(25.8）

441(29.3）

１５，５７７

１５，０７９

１４，９４７

１５，２０４

１４,９０４

〔備考〕「沖縄県統計書」より作成。

価額は収穫高に照応するかたちで変動する。注目すべきは、サトウキビ収穫

高の自家製糖分と販売分の割合である。収穫高のうち７割を生産農家みず

からの手によって処理し、残りの３割を分蜜糖製糖工場へ売却することで

ある。このことが製糖工場側をして「沖縄の製糖事業が当時台湾その他の蕨

作地に比し著しく異っていた点は、……甘蕨原料高は別として、分蜜工場の

原料採取区域制の定めがなく、農民の自家製糖が許容されていた点であり、

分蜜糖業不振の諸因は主としてこの点に胚胎するものであった。即ち、農家

の自由製糖の結果は、分蜜工場としては農家の製糖採算を基準として高値に

甘蕨の買収を余儀なくされる不利があったのみならず、適時植付、標準品種

改良の実施難、又黒糖製造期間における肥培管理を顧みる余裕なく、不良茎

の搬入、未熟茎や過熱茎の搬入防止、並びに刈取後短期間運搬『ケーン・コ

ントロール』による新鮮甘蕨の搬入励行等科学的収穫方法の実行難、原料搬

入の不円滑による計画的工場管理が不可能であったこと等が不振の原因であっ
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たようである｡｣(8)と嘆かせた最大の要因であった。この生産農家みずから

によるサトウキビの吸収こそが、表２にみられるような含蜜糖の７割、分

蜜糖の３割という、砂糖生産高にも反映することになるのである。

表２砂糖生産高の推移

単位： 1,000斤（％）

種別

年期
含蜜糖 分蜜糖 計

1936年期

1937年期

1938年期

1939年期

(74.2）

(69.6）

(66.6）

(71.1）

43,015（25.8）

39,630（30.4）

47,718（33.4）

58,829（28.9）

1２３，８４２

９０，７８４

９５，２６８

１４４，８３２

166,858（100.0）

130,414（100.0）

142,986（100.0）

203,662（100.0）

〔備考〕沖縄県農会編『糖業彙報」第４号より作成。

ところで、1937年、農林省技手・西崎直満は、沖縄県糖業統制協会で

｢糖業特別助成と沖縄県糖業統制」と題した講演をおこなっている(9)。その

なかで「統制事業の根本は生産甘蕨の消化を統制して黒糖の生産を適当の数

量に調節することにあるのであります。統制の効果は次の通であります。黒

糖の値段を成る丈け高〈保ちて農家の利益を多くすること。黒糖の値段の高

くなる丈け、夫れ丈け分蜜糖原料甘蕨の値段も高くなり農家が利益すること。

……糖業統制事業は決して分蜜糖業の為めのみのもので無く、農家の利益の

増進が統制の唯一の目的であるのであります。従て此の統制事業は農家自身

の利益の為めに農家自身が自発的に、自ら進んで組織すべき性質のものであ

ります。又其の運営も農家は自らの利益の為に進んで黒糖値段を高くする目

的にて黒糖の生産高を調節し自ら進んで適当量の甘蕨を分蜜糖原料として搬

入することにせねばならぬのであります｡｣('0）と訴えるのであるが、農家は、

依然として、収穫したサトウキビをみずからの手によって処理するのであっ

た。かつて筆者は松田賀孝教授との共著論文のなかで「サトウキビ栽培およ

び砂糖生産は、零細な規模ながら、ともかくも土地および農具の生産手段を

自から所有する農家の家族労働によってなされていること、……サトウキビ

－７９－
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栽培および砂糖生産に従事する農民にとって自己およびその家族の生存に必

用な、換言すれば家族労働の再生産に必用な生活資料の確保が最小限要求さ

れること｣('1）と指摘したが、このことは戦時統制経済下にあってもいささ

かも変わることがなかったのである。この点を分蜜糖製糖工場側、農林省の

技手でさえもが深く考慮することなしに、農家のサトウキビ販売の少なさに

たいして苦言を呈することは認識の甘さというほかはない。

では、農家は、収穫したサトウキビをどのような「場」で処理し、砂糖を

製造していたのであろうか。それは、表３にみるように、馬・牛の畜力を

表３製糖場の推移

単位：箇所

種別

鳥i=ﾄﾞｰｷﾞｰ姜二年期 吸入瓦斯

１３

１０

，

１２

1935年期

1936年期

1937年期

1938年期

４，３００

４，２７８

４，０４４

３，６５３

７
４
２
２

２
２
２
２

２
９
２
４

１
１
１

1０１

１２６

１５１

１５６

〔備考〕沖縄県農会編「糖業彙報」第４号より作成。

主な動力源とする在来式製糖場ならびに石油燃料を主な動力源とする改良式

製糖場においてであった。戦時統制経済が本格化するにつれて在来式製糖場

は減少を示し、改良式製糖場は増加の傾向をみる。この動きを助長したのが

｢沖縄県振興計画｣('2)諸事業費のなかの糖業費の増大であったい3)。糖業費は、

日中戦争勃発までは、閣議決定額の30～40％しか投下されなかった。とこ

ろが、1938年＝131％、３９年＝140％、４０年＝168％、４１年＝148％、４２年＝

163％と閣議決定額を超え、改良式製糖場も増加をみる。しかし、一転して、

43年には84％となる。そこに、民衆の生活物資の確保を犠牲にしてでも、

戦争をあくまでも遂行しようとする中央政府の姿勢が読み取れる。

在来式製糖場は、減少したとはいえ、農家はそれを基盤として砂糖を製造

－８０－
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する。では、農家はどれほどの規模の砂糖生産をおこなっていたのであろう

か。表４から確認できるように、生産規模としては「１０～20挺未満層」が

表４含蜜糖生産規模別製糖戸数の推移

単位：箇所（％）

５挺未満５～10挺未満１０～20挺未満２０～30挺未満（

７７１７(１６１）９５９８(２００）１１４９７(２３９）７６３４(１５９)（

８２０７(１８１）10266(２２６）１２３１５(２７２）６６４７(１４７)（

７７２７(１７２）９８５２(２２０）１１８２１(２６４）６６６７(１４９)（

６２２８(１３５）８２５０(１７９）10592(２３０）７２１４(１５７)（

７７０４(１７４）９００１(２０４）１０９２９(２４７）６７７５(１５３)（

期
期
期
期
期

年
年
年
年
年

５
６
７
８
９

３
３
３
３
３

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

30～40挺未満４０～50挺未満５０～60挺未満６０～70挺未満７０～80挺未満（

４５８９（９６）１５３５(３２）990(２１）604(１３）２６４１(５５)（

３５４６（７８）963(２１）574(１３）345(０８）１８８０(４１)（

３８３９（８６）1122(２５）666(１５）359(０８）２０７３(４６)《

４８５５(105）２０５１(４５）１２６７(２８）801(１７）２９４１(６４)（

４０９０（９３）１２８７(２９）809(１８）５１７(１２）２１５９(４９)《

100挺未満

278(０．６）

150(0.3）

160(0.4）

407(0.9）

251(0.6）

100挺以上

543(１．１）

216(0.5）

278(0.6）

834(1.8）

383(0.9）

計

48,049(100.0）

45,331(100.0）

44,795(100.0）

46,039(100.0）

44,203(100.0）

9０

〔備考〕 ｢沖縄県統計書」より作成。

およそ３割、ついで「５～10挺未満層」が２割、製糖戸数の約50％が両層

に集中している。どれほどの砂糖を作れば農家生活を維持・継続しえたのか

は知り難いが、この両層こそ、収穫したサトウキビをみずから処理し、砂糖

を製造していた沖縄農家の標準的な「層」であったとおもわれる。そしてつ

ぎの点も戦時統制経済下の沖縄におけるサトウキビ栽培・砂糖生産をみるう

えで重要なものとなろう。すなわち、沖縄の農家は「古くから相互組織の製

糖組があり……作業は『ユヒ』で以て輪番に砂糖製造をなしていたのである

－８１－
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が、其の他の農作業には組織的な共同作業の行はれたものは少かつた。……

事変の長期化に依り、農村事情に急激な変化を見た結果、先づ男女青年層が

躍起し、応召家族の労力奉仕を始めとし、或は朝起作業に依り、労力不足せ

る農家の仕事をなす｣('4）ことによって生活の基盤を確保すること、これで

ある。

このようななか、１９４１（昭和16）年５月、全購販連資材部は「国策」に

貢献するという立場から『沖縄黒糖〔価格〕』を発行し、そのなかで「沖縄

県に於ける生産費問題」を取り上げ、「黒糖は一般砂糖と異り零細農民が原

料甘蕨の育成より、其の収穫、更に黒糖の生産迄、自己の負担を以て、自己

の労力を以て製造するのである。この間、風害、潮害、旱害等と戦い、其の

生産に要する物資の入手に悩み、更に資本の関係上、必用物資を充分に手当

て致し難き事情もあり、表面は九・一八価格或は公定、協定等の価格に決定

きれて居るとは言へ、減量或は実質の低下等により生産費の高騰を示して居

る実情にある｡｣(15）と訴え、また農家は「自己の負担を以て、自己の労力を

以て」砂糖を製造するのであるが、近年にいたって生産費の高騰がみられる

とする。図１は、黒糖100斤当たりの生産費と那覇市場における黒糖相場を

示したものである。確かに、日中戦争の勃発を契機に生産費は相場を大きく

上回るようになるのが確認できる。全購販連資材部の試算によれば、生産費

の高騰のなかで、増加の著しいのは労賃部分であった。労賃の高騰は「国家

労働不足の為県外よりの労働者募集激し〈、且つ、その方が住民としても経

済上有利なる為従来低給にて甘んじて居た労働農家の県外への流出繁<、為

に県内労働の吊り上げを来したものと言われる｡｣('6）と、その理由を述べる。

このような黒糖生産費が相場を上回る、という異常な状況は、戦時統制経済

の限界を物語る以外の何ものでもなかったのであった。

以上のような黒糖をめぐる生産面の動きのなかで、１９４１（昭和16）年１

月１１日、時の農林大臣石黒忠篤('7）は「黒糖集荷統制｣('8）を発令し、黒糖の

流通面での統制を図る゜発令した主旨について、「黒糖は一般砂糖と其の生

－８２－
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産の事情が異り個々の農家の小規模生産であり又取引の事情性質も分蜜糖と

異り居る為今年迄配給統制外にありたるも事変の進展と共に物資の配給及消

費規制統制が強化せられ来り、今回黒糖をも配給統制に入れること、なり夫

れに関連し黒糖は他の分蜜の如く大会社の大量生産に非ざる為集荷の統制を

行はなければ適正にして而も円滑なる供出が行はれない。価て今回本県に黒

糖集荷統制が実施された｡｣('9）とする。また、「黒糖集荷統制の特点」とし

図１那覇市場黒糖相場と黒糖生産費の推移（百斤当）

(円）

2５

2０

那覇市場黒糖相場
一回一

黒糖生産費
一一・

1５

０
５
０

１

一
九
三
七
年
期

一
九
三
八
年
期

一
九
三
九
年
期

一
九
四
一
年
期

九
四
○
年
期

〔備考〕全購連資材部「沖縄黒糖［価格]」昭和16年５月，より作成。

ては、「県内の黒糖取扱業者に無用の競争と摩擦を除去す」・「黒糖の値段

が一定され適正円滑なる供出を為さしめる組織となる」・「輸送配給其の他

に付て計画上の便宜が良くなり国家的に見て総ての合理化が行はれる」・

｢配給公平と円滑化が行はれる｣(20）と。黒糖の集荷統制は、黒糖生産者や黒

糖取り扱い業者の利益になると強調するのであるが、実は、「国家的に見て

総ての合理化」を図ることに重きを置いた政策にほかならず、「配給統制外」

にあった黒糖を、それも庶民にとっての生活物資である黒糖を「集荷統制」

－８３－
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すること自体、戦時統制経済の破綻を暗示するものであった。

３

このような農家の砂糖生産を取り巻く状況のなかで，１９４３（昭和１８）年４

月、沖縄県・分蜜糖工場側は、あくまでも「戦争」を遂行する中央政府側の

｢国策二順応スル」するかたちで糖業の再編についての計画を策定する。策

定の趣旨は、「近時時局ノ進展二伴上生産資材ノ高騰労力畜力ノ払底並二輸

送カノ窮屈等ヨリシテ糖業ハ特二不利トナリ現状ヲ以テ推移センカ今後糖業

ノ維持経営ハ極メテ困難ヲ予想セラルル実情ニアリ然シナガラ甘蕨作ハ本県

基本産業ノーニシテ本県ノ気候風土ハ固ヨリ輪作関係並二畜産其他農家経営

ヨリシテ欠クベカラザル重要性ヲ有シ仮令糖価安ノ不況情勢二遭遇スルト錐

モ蕨作ヲ継続セザル可カラザル実情ニアリ、サレバ甘蕨ノ用途ヲ従来ノ砂糖

原料二止メズ更二高度加工二依ル利益ヲ以テ維持経営スベク本県業ヲ左記ノ

通り漸次国策二順応スル他工業二転換セムトス｣(21）ることにあったが、具

体的にはつぎのようなものである。

一、現在（昭和十七、八年期）ノ甘蕨栽培面積一二､七○○町（収穫面積九､八○○

町）ヲ維持セシムルコト

ニ、改良共同製糖場ハ分蜜及ブタノール区域確立ノ関係上一部移動調整ヲ行うコ

ト

三、在来製糖場ハ速二改良共同製糖場二置キ換エ止ムヲ得ザル地域ノミ残存セシ

メ分蜜及ブタノール区域ノ分ハ之ヲ廃止セシムルコト

四、沖糖ノ分蜜工場ハー部県内消費糖生産工場ノミヲ残シ他ハブタノールエ場二

転換セシムルコト

五、沖糖及寿屋ノブタノールエ場ハ其ノ原料ヲ甘藤､黒糖（糖水ヲ含ム）甘蕨ト

シ将来ブタノール、エタノール、及アセトン－万屯ヲ生産セシメントス

この糖業の再編についての計画を示したのが表５である。サトウキビ収
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穫高は一定の水準に保ちながら、分蜜糖工場への原料サトウキビの搬入を減

少させ、残余のサトウキビを「航空揮発油の代用として、アルコールをつく

る為｣(22)のブタノール生産に振り向ける一方、他方で含蜜糖生産に大幅な

変革を迫るものであった。加えて分蜜糖工場を漸次ブタノールエ場へ切り替

えていく、という再編計画であった。

それでは、ブタノールエ場建設はどのような脈路をたどったのであろうか。

この点について、「大正七年沖縄製糖株式会社の前進であった台南製糖株式

表５糖業の再編計画

鐵
1937年期

1944年期

1945年期

1946年期

1947年期

種別プタノール生産高含蜜糖生産高

年次沖糖社寿屋改良式在来式}‐；へf雪（
含蜜糖製糖場数

改良式在来式

1937年期 3,123

1,392

1,170

1,076

６０５

1944年期

1945年期

1946年期

1947年期

原注１）ブタノール生産高ハエタノール及アセトンヲ含ムソルベント量トス

２）プタノール歩留ハ甘蕨ニ対シ三％黒糖二対シ二七％トス

〔備考〕『沖縄県史料昭和十八年知事事務引継書類」近代1,573～576頁より作成。
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会社に入社して以来三十有余年、東京にあって営業の衝にあたり、会社と運

命を共にしてきた」渡辺賢二はつぎのように述べる(23)。

……太平洋戦争が激烈の度を加え、決戦態勢が強化されて、沖縄糖業の苦難

が萌芽えて来た昭和十八年頃には、時局下の沖縄における製糖によって会社を

運営することは到底不可能な情勢であったことは巳むを得ないことではあるが、

当時時局が軍需方面への転換を要請するときに当たり、株式会社寿屋（社長鳥

井信次郎）の経営にて、沖縄にプタノールエ場が竣工し、その原料として会社

の製造する砂糖が嘱目され、ここにおいて株式会社寿屋社長鳥井信次郎氏が日

本興業銀行所有株四九、九二九株を肩代わりして、昭和十九年六月沖縄製糖株

式会社々長に就任し、会社の経営は日本興業銀行の手を離れて、鳥井氏に移る

に到ったのである。／戦局が急、米軍の沖縄上陸を示唆するかに見えた現地に

おいては、折角の軍需転換計画事業を遂行し得ないままに、沖縄があの苛烈な

る戦場と化し去ってその目的をも達し得ず、四つの分蜜糖工場と一つの製酒工

場とを失って事実上の破滅となり終戦を迎えたのは思っても残念な極みである。

中央政府は、戦争を遂行するのに必須な諸物資を、それもその「代用」物

資を国内で確保する以外に術はなく、あらゆる手を尽くすのであった。

このような状況のなかの1944（昭和19）年８月23日、東条英機軍事内閣

を引き継いだ小磯国昭は、地方長官会議の席上、訓辞を垂れる(24)。訓辞の

柱は、「時局下当面ノ急務」・「国体護持」・「生産ノ急速増強」・「国土

防衛」.「庶政執務ノ刷新」にあった。なかでも「生産ノ増強」は急務であ

るとし、「軍需トシテノ船舶、兵器、弾薬、器具、就中航空機」の制作が

｢第一線将兵希望ノ点ニタッセシムル」ようにすることこそ「銃後ノ責務」

であると力説する。「食糧二於司然り。あくまでも「只非道米英ノ迫害二

対シ現大東亜戦争ヲ勝抜クー筋丈二存シテ居ル」とするものであった。

地方長官会議を引き継ぐかたちで、９月には沖縄市町村長会議が開催さ

れ、泉守紀知事の訓示、内政部長、経済部長の説示があった(251。席上、経

済部長は、「食糧非常態勢ノ確立」・「用材及ビ薪炭ノ増産」・「畜産ノ間
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題」を取り上げ、「食糧増産ノ面二於テ最モ緊急ニシテ重要ナルハ甘蕨卜蔬

菜ノ大増産デアリマス。……県二於テハ時局ノ進展二伴う食糧第一主義ノ下

二甘蕨作面積ノ漸減二依ル甘藷ノ増産ヲ図」るのが緊要であるとし、最後に

｢県民各層二「時』ノ認識ヲ徹底セシメ『大和一致』ノ大号令下只々滅私御

尽痒ヲ願ツテ已マナイ次第デアリマス｡」と訴えるが、まっていたのは沖縄

戦へと連なる道であった。
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注

（１）本小論は、「戦時統制経済下における沖縄経済の変容」（琉球大学法文学部『経

済研究』第52号)、「戦時統制経済政策のなかの沖縄農家」（琉球大学法文学部

「経済研究ｊ第53号）と一連のものである。

（２）『沖縄県史」別巻，付録10の15゜

（３）中江淳一は「沖縄県「土地整理」と商品生産農業の展開」のなかで、「｢土地整

理』を通して成立しきった農民像は、一応「零細農耕自作農』ということがで

きる。明治末期から大正期そして昭和の敗戦にいたるまで、幾多の経済変動や

生産力の発展にもかかわらず、この農民像は、経済的範鴫として固定化せしめ

られる｡」（｢土地制度史学』第64号、４７頁）と指摘するが、この沖縄の農民像

は、戦時統制経済下にあっても、基本的には変わらないのであった。

（４）．（５）具体的な数値に関しては、注（１）の拙稿前者。

（６）この点については、拙稿「戦前沖縄の農家労働力の一断面」（琉球大学法文学

部「経済研究」第48号）を参照。

つぎのような把握の仕方もみられる。それは1939（昭和14）年に帝国農会

によって編集・発刊された「時局下農業経営及び農家経済の動向』（昭和書房）

－帝国農会がこの資料を編集・発刊した目的は、つぎの点にあった。すなわ

ち、戦時統制経済は、「国民経済全般にわたる編成替え」を「強行」するので

あるが、農業経営および農家経済もこれに照応するかたちで「改革と修正」を

余儀なくされる。この「改革と修正」を有効ならしめるには、地方の特性を把

握することこそ「緊要」とするものである。－に収録されている沖縄県農

会技師・神谷清次郎執筆の「沖縄県農業の特殊性と時局下の諸問題」である。

神谷は、当時の沖縄の農業を取り巻く情勢についておそらくは良く知っていた

であろうと思われる。それは「沖縄県農会報』に不断に寄稿して農家にいろい

ろな提言をおこなっていることからも窺い知れる。神谷は、「沖縄農業の特殊

,性」として、「全国類例のない過小農経営」で、「耕地狭小と人口過剰の一言に

つきる」と指摘する。日中戦争後の人口動態をみれば、応召・入営による大量
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